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Violent energy dissipation… Strong violation of 
Feynman scaling law at E0≥1016eV !?　

EAS triggered family
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We need phenomenological approach !?

●粒子相互作用の不透明さと現象論的特性の解明の必要性

★密度検出器（N-detector)　plastic 
scintillator 40台(0.25m2 36台、
1.0m2 4台）
★ハドロンカロリメータ(B-detector):
plastic scintillator (0.25m2) 32台
emulsion chamber (15 cmPb : 8m2)
★FT検出器
plastic scintillator 13台
(0.25m2 8台、1.0m2 ５台)

10倍程度に拡張

★二段型エマルション・チェンバー
鉄製架台(8.5m x 4.2m=44.2m2;高さ237 cm)、
標的層（ポリエチレン 44.2m2 x 30 cm)、　鉛板 500 ton
→現有設備＋（新規：架台40m2+ AS detectors：50台）
予算額：8000万（含、フィルム３露出サイクル分）

(1)E0=1015-1017eV領域での核相互作用の特
徴を明らかにする。

(2) 宇宙線特異現象の可能な解釈を絞り込む。
(3) 核相互作用の知見に基づき、一次宇宙線の
化学組成およびエネルギースペクトルを明ら
かにする。

●最近までの実験結果が示唆するもの

●次期実験計画（世界最高所実験の意義と独自性）

ChacaltayaEC-AS連動実験データ（一部別紙参照）
●ΣEγvs Ne:一次宇宙線の化学組成の変化だけでは説明できない。
●宇宙線Energy推定:粒子相互作用Modelの違いによる不確かさ（数
10％）。バルーン実験からの直接測定とEAS実験の境界である1015eV
からEAS実験のみの1017eVにおいて、Modelの解明が組成変化、
Energy Spectrumを求める上で重要。諸空気シャワー実験データの解
釈において、内包するシミュレーション仮定の曖昧さは実験精度に
対する綿密な考察に比して劣らず問題視するべきもの。

空気シャワー：何がわかっているか？
[Well known]
　★Electromagnetic interactions
　★Weak interactions(π→μdecay)
[Not well known]
　★Hadronic interactions(inelastic cross-section, 
　　　particle production(forward),…
　★Cosmic ray compositions
多くの結論は相互作用モデルに依存したもの
であり、モデルが変われば答えも変わる。
QGSJET等のモデルの高エネルギー領域での妥
当性→実験的に確かめられたものではない。

Chacaltaya EC-AS 
連動実験グループ
　　　　　　（別紙参照）

粒子相互作用について、その特性を限界まで追求する試みは必要
性高く独自性を有している。


